
写真：短冊、吹き流し、折り鶴、紙衣などの飾りが見える、
大正時代の仙台七夕祭の様子（所蔵／風の時編集部）
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東北三大まつりのひとつとして、毎年全国
から200万人を超える観光客が訪れる仙
台七夕まつり。和紙で作られる豪華絢爛な
竹飾りは、まさに全国随一の七夕まつりと
言えるでしょう。

そんな仙台七夕まつりも、もともとは、短
冊や吹き流し程度の素朴な笹飾りで、各家
ごとに、“家族で願いを込めて作り、飾る”
素朴でつつましい祭りでした。明治時代に
仙台独自の飾りとして「七つ飾り」が確立し、
次第に豪華さを誇る現在の七夕の形に変
化していきました。

時を経て独自の飾りとして発展してきた
仙台七夕まつり。本冊子では、七つ飾りに
込められた願い、祈りと飾りの作り方をま
とめました。
今年は“家族で願いを込めて作り、飾る”七
夕飾りを、おうちで作ってみませんかーー。

写真所蔵／風の時編集部
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仙台七夕まつり固有の飾り付けである「七つ飾り」。
明治期に確立され、仙台では現在でもこの「七つ飾り」が

全ての七夕飾りに飾られています。
ここでは、それぞれの飾りの意味と作り方をご紹介しています。

ぜひご家族で、みなさんで「七つ飾り」づくりにチャレンジしてみましょう。

写真：2019年（撮影／風の時編集部）
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参考文献：「仙台七夕と盆まつりーその由来と伝承」（1971年  著／三原良吉）
　　　　　「仙台七夕まつり  七夕七彩」（2007年  著／近江惠美子　発行／風の時編集部）
　　　　　「仙台七夕まつり  歴代ポスター大全集」（2008年  発行／風の時編集部）



七夕飾りが大きく変化した昭和時代初期頃の
仙台七夕祭。大正時代の飾り（表紙）と比較し、
ボリューム感のある飾りになっているのが分かる。

（所蔵／風の時編集部）

子どもの成長や家内安全、豊漁を願いながらつくる仙台固有の
「七つ飾り」。本冊子では、飾りの意味とつくり方を簡単にまと
めました。

豪華絢爛で知られる現在の仙台七夕まつりですが、実は大正時
代までは市井の素朴な「祈りの祭り」でした。その飾りが大きく
変化したのは、昭和3年に開催された「第1回全市七夕飾りつけ
コンクール」からで、わずか90年ほど前のことです。

そんな、日本一を誇る豪華な七夕飾りも、コロナ禍の影響により
中止となってしまい、残念ながら今年は見ることはできません。

「観光七夕の陰で見落とされがちな、市民の手づくり七夕の復
権を大いに期待したい。」当編集部が2007年に発行した『仙台
七夕まつり 七夕七彩』で、著者の近江惠美子さんはこのように
原稿を結んでいます。市民ひとりひとりが、そして思い思いの
七夕飾りが、市内のあちこちに飾られるかつての“七夕さん”。
例え、質素でも、祈り、作るという本来の“七夕さん”の再来を望
んだ一文でした。

戦後初の中止となった今年の仙台七夕まつりですが、一方、
有志で七夕飾りを作るなど、今年は七夕が身近になっているよ
うにも感じます。もしかすると、仙台の七夕の良き伝統を活かし
つつ新たな七夕が生まれたと、今年は後世に語り継がれる年に
なるかもしれません。

仙台固有の七つ飾り、まずは、ひとつ作ってみませんかーー。

　2020（令和2）年7月7日

風の時編集部　佐  藤　正  実


